
 

 

 



 

 

地域包括ケアシステム構築に向けた取組事例（様式） 

 

①市区町村名 南城市 

②人口（※１） ４１，４７８人 （      ） 

③高齢化率（※１） 

（65 歳以上、75 歳以上そ

れぞれについて記載） 

６５歳以上 ２１．１％ 

７５歳以上 １１．３％ 

（      ） 

① 取組の概要 一人暮らし高齢者、高齢者のみの世帯、障がい者のいる世帯等地域の気になる

世帯（要援護者）に対する見守り支援を目的に、要援護者及びそれを見守る地

域支援員を登録し、日常生活及び災害時の見守り活動を実施することで、安全

で安心した生活が送れると同時に、事故の未然防止に努める。 

⑤取組の特徴 

 

地域支援員より活動記録簿を提出してもらうことで、要援護者の生活状況が共

有できる。介護のサービスへの橋渡し等、訪問した際に受けた相談を民生委員

から専門機関へつないで課題が解決することもある。 

⑥開始年度 平成２１年度 

⑦取組のこれまで

の経緯 

一つの地域で合併以前から取組んでいた「友愛訪問事業」を全地域で取組む為

に、民児連、社協だけではなく行政とも連携する必要があるということで、三

者が主体となって開始する。 

⑧主な利用者と人

数 

要援護者登録：一人暮らしの高齢者、高齢者のみの世帯 ６０世帯 

地域支援員登録：９２人 

⑨取組の実施主体

及び関連する団

体・組織 

南城市（生きがい推進課）地域包括支援センター、南城市民生委員児童委員連

絡協議会、南城市社会福祉協議会 

 

⑩市区町村の関与

（支援等）（※２） 

活動補助金（２８０千円）、住民票基本台帳との照合、支え合いマップ作成への

協力 

⑪国・都道府県の関

与（支援等）（※３） 

 

⑫取組の課題 要援護者の登録が増えていかない。地域支援員がなかなか見つからない。 

事業の認知度が低い 

⑬今後の取組予定 要援護者の発掘及び登録につなげるための懇談会の開催 

地域の支援者との情報交換会の開催 

要項の見直し 

⑭その他 市内の福祉施設・団体が加盟している「社会福祉関係機関・団体連絡会」とも

連携して、災害時の支援活動につなげていきたい。 

⑮担当部署及び連

絡先 

南城市役所 福祉部 生きがい推進課 （098-946-8985・内線 216） 

 

※１ 一部地域に限定した実施の場合は、当該地域の人口・高齢化率を（  ）内に記載してください。 

※２ 市町村から財政的支援が行われている場合には予算額等を含めて記載ください。 

※３ 国や都道府県から財政的支援を受けている場合は、補助金や交付金等の名称、額等を含めて記載

ください。 

（ 沖縄県 ） 

  

 



  

 



  

 



  

 



 

 


